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１ はじめに 

 戦後、わが国では高速道路や新幹線の整備により国

内各地域の相互依存関係は次第に密接なものとなった。

また、近年の情報・通信技術の発達はこうした地域間

の相互依存関係をさらに密接なものにする可能性を秘

めている。地域間の経済的な取引関係を把握するため

の統計データとしては地域間産業連関表がある。わが

国では 1965 年以来、経済産業省（旧通商産業省）が国

内を９地域（沖縄復帰前は８地域）に分割した地域間

産業連関表の推計を行ってきた。この地域間産業連関

表は経済産業省の政策評価に用いられるだけでなく、

これまでにもこの地域間産業連関表を用いて国内各地

域の経済的な相互依存関係を定量的に明らかにする研

究が数多く行われてきた１）。 

また、近年、環境問題に対する意識の高まりから、

経済的な取引関係を表す地域間産業連関表に加えて各

地域の環境負荷データを整備し、経済的な相互依存関

係を通して環境負荷の発生原因を明らかにする研究が

行われている 2)、３）。さらに、最近、地域経済を対象と

した応用一般均衡モデルが数多く提案され、土木計画

の分野でもこれを用いて道路や新幹線、港湾等の交通

社会資本の整備効果の計測が試みられている４)。地域

経済を対象とした応用一般均衡モデルのキャリブレー

ションを行う上でも地域間産業連関表は必要不可欠な

データであり、こうした方面からも地域間産業連関表

に対するニーズも高まっている。 

ところが、前述した通りわが国では経済産業省が国

内を９地域に分割した地域間産業連関表の推計を行っ

ているものの、こうした経済ブロックを単位とした地

域間産業連関表では地域単位が大きすぎ、詳細な分析 
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ができない。他方で 1990 年にはすべての都道府県で地

域産業連関表の推計が完了し、これらの産業連関表を

用いて都道府県を単位とした地域間産業連関表を推計

していくことが考えられる。また、都道府県をさらに

小さな経済単位（例えば、地方生活圏）に分割した地

域間産業連関表を推計していくことも考えられる。 

そこで、本研究では、新たな大規模調査を実施しな

いで既存の統計データから比較的簡易に地域間産業連

関表を推計する方法について提案するものである。２．

では、これまで提案されてきた地域間産業連関表の推

計方法について簡単に振り返り、本研究の位置づけに

ついて述べる。また、３．では、エントロピー法を用

いて競争移入型地域間産業連関表を推計する方法につ

いて述べ、この推計方法を用いて具体的な推計を行う

ための計算アルゴリズムについて説明する。 

 

２ 従来の関連研究 

（１）地域間産業連関表の推計 

 地域間産業連関表の推計については、これまでにも

数多くの方法が提案されてきている。これらのレビュ

ーについては、Round5)、安藤 6)、Lahr7)等に詳しい。大

規模調査を実施しないで既存の統計調査を用いて推計

する方法は、Non Survey 法と呼ばれている。また、複

数地域を対象とした地域間産業連関表の推計について

は、Leontief･Strout が重力モデルを用いた方法を提

案して以来、多くの方法が提案されてきている８）。わ

が国では、柴田・安藤が中国における全国産業連関表

から地域間産業連関表を推計する方法を提案し、これ

を用いて中国における地域経済の分析を行っている 9）。 

（２）エントロピー法 

 ３.でも説明する通り、競争移入型の地域間産業連関

表は、1)地域産業連関表と、2)地域間交易マトリクス

分けることができる。地域間交易マトリクスの推計に

ついては、Wilson のエントロピー・モデルが有名であ

る 10)。Wilson はエントロピーの概念を用いることによ

り地域間交易マトリクスを推計する方法を提案してい



る。また、Batten はこのエントロピーの概念を地域間

産業連関表の推計に拡張した方法を提案している 11)。

しかし、Batten は非競争移入型の地域間産業連関表を

推計する方法を提案しているが、非競争移入型の地域

間産業連関表は地域の数が増えるにつれ推計しなけれ

ばならないデータが急速に増加するために、この方法

を用いて現実の地域を対象とした地域間産業連関表を

推計することは難しいと言わざるを得ない。 

（３）マトリクス･バランス法 

 産業連関表や社会会計表 (Social Accounting 

Matrix；SAM)等、マトリクスの行和、列和をバランス

させる方法はマトリクス・バランス法と呼ばれ、これ

までにも幾つかの方法が提案されてきている。これら

レビューは Lecomber12）等に詳しい。マトリクス・バラ

ンス法の中でも、距離法と呼ばれる方法はマトリクス

の近接性の尺度を定義し、この距離が最も小さくなる

ように、マトリクスを推計する方法である。この近接

性の尺度として、エントロピーを用いる方法も提案さ

れている。また、近接性の尺度としてエントロピーを

用いると、その一階の最適化条件として RAS 法に用い

られる方程式が導出されることもわかっている 13)。 

（４）本研究の位置づけ 

 本研究では、現実の地域間産業連関表を推計するた

めに、競争移入型の地域間産業連関表を推計する方法

について考える。このとき、マトリクスの近接性の尺

度としてエントロピーを定義し、地域間産業連関表と

してのバランスを保ちながら、エントロピーを最小化

する問題を提案する。そして、この最適化問題の一階

の最適化条件を導出すると、RAS 法と両側制約エント

ロピー・モデルを組合せた最適化条件が導出されるこ

とを示す。また、実際の地域間産業連関表の推計を行

うためには、この最適化条件を満たすような解を求め

る必要がある。そこで、数値計算によりこの解を具体

的に計算する方法についても提案する。 

 

３ 推計方法の提案 

（１）基本的考え方 

 本研究では、競争移入型地域間産業連関表の推計を

行う方法を提案する。競争移入型産業連関表の推計は、

1)地域産業連関表（表 1）の推計と、2)地域間交易マ

トリクス（表 2）の推計に分けることができる。 

 

表１ 地域産業連関表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 地域間交易マトリクス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域産業連関表の推計にあたっては、産業連関表が

与えられた地域を大地域、大地域をさらに小さく分割

した地域を小地域と呼ぶことにする。また、小地域の

生産額
s
jX 、付加価値

s
jV 、最終需要

s
iF については既

存の統計データからその値が与えられるものとし、小

地域の中間投入
s
ijx を推計するものとする。このとき、

小地域の中間投入について何らかの情報が得られれば、

これを用いて推計することが考えられるが、こうした

情報が全くない場合には、大地域の産業連関表から投

入係数を求め、これに小地域の生産額を乗じて小地域

の中間投入
s
jij

s
ij Xax = を推計することが考えられる。 

 また、地域間交易マトリクスについても、小地域の

輸出入（または、大地域以外への移出入）
s
i

r
i ME , に

ついては既存の統計データからその値が与えられてい

るものとし、小地域の地域間交易量
rs
iy を推計するも

のとする。このとき、小地域の地域間交易量について
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は地域間距離
rsd が長くなるに従って交易量が減少す

るものと考え、品目毎に異なる減衰係数 iγ を持つ重力

モデル ( ) irsd γ−
でその値を推計する。 

ところが、こうして求めた地域産業連関表及び地域

間交易マトリクスの一次推計値は地域間産業連関表と

してのバランスを保っていない。そこで、地域間産業

連関表としてのバランスを保つという条件の下で、一

次推計値に最も近い地域間産業連関表を推計すること

を考える。 

（２）近接性の尺度 

 このとき、近接性の尺度として以下のエントロピー

を定義する。 
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ここで、第 1 項は地域産業連関表に関するエントロピ

ー、第 2 項は地域間交易マトリクスに関するエントロ

ピーを表している。 

（３）制約条件 

 地域産業連関表の列方向の合計は地域生産額
s
jX に

一致しなければならない。したがって、地域産業連関

表は次の条件を満たす必要がある。 

s
j

s
j

i

s
ij XVx =+∑    (2) 

また、地域産業連関表の行方向の合計は地域内需要

s
iY に一致しなければならない。したがって、地域産業

連関表は次の条件を満たす必要がある。 

s
i

s
i

j

s
ij YFx =+∑    (3) 

次に、地域間交易マトリクスの列方向の合計は地域

内需要
s
iY に一致しなければならない。したがって、移

出入マトリクスは次の条件を満たす必要がある。 

s
i

r

s
i
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さらに、地域間交易マトリクスの行方向の合計は地

域生産額
r
iX に一致しなければならない。したがって、

地域間交易マトリクスは次の条件を満たす必要がある。 

r
i

r
i
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i XEy =+∑    (5) 

（４）最適化問題 

 したがって、式(2)～(5)を満たしながら、式(1)のエ

ントロピーをできる限り小さくするような地域産業連

関表、地域間交易マトリクスを推計するためには、次

の最適化問題を解けばよいことになる。 
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（５）一階の最適化条件 

 式(6)の最適化問題の解を求めると、次のような条件

式が得られる。 
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式(7)～(9)は、RAS法を用いて収束計算を行った場合、

収束状態で成立する条件を示している。また、式(10)

～式(12)は、両側制約付きエントロピー・モデルを表

している。そして、これらの２つの方程式群は式(13)

で結合していることがわかる。 

（６）均衡解の求め方 

地域間産業連関表を推計するためには、式(6)の最適

化問題を解いても、式(7)～(13)の連立方程式を解いて

もよいことになる。しかし、実際の地域間産業連関表

を推計しようとすると、式(6)の最適化問題は求めるべ

き変数が多く、計算効率が悪い。そのため、式(7)～(13)

の連立方程式から、さらに変数を消去し、地域間産業

連関表を推計する方法を考える。 

式(7)と式(8)より、 
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また、式(10)、(12)、(13)より、 
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式(9)、(11)より
s
iY を消去し、式(14)、(15)を代入

すると、次の連立方程式が得られる。 
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この連立方程式を解くことによって変数
s
iR を求める

ことができる。そして、変数
s
iR を決めることができれ

ば、式(13)より変数
s
iA 、式(14)より変数

s
jS より、式

(15)より変数
s
iB 、式(7)より変数

s
ijx 、式(10)より変数

rs
iy 、式(9)より変数

s
iY を順に求めることができる。 
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